
会議後

亀岡市都市計画公園及び京都スタジアム(仮称)に係る

環境保全専門家会議設置要綱

（目的）

第１条 亀岡市都市計画公園及び京都スタジアム(仮称)の整備に当たり、予定地及び

その周辺の希少種であるアユモドキを含む自然環境の保全に必要な調査や対策につ

いて、専門的見地を有する有識者（以下「専門家」という。）から意見を聴取する

ため、京都府及び亀岡市が共同で、亀岡市都市計画公園及び京都スタジアム(仮称)

に係る環境保全専門家会議（以下「専門家会議」という。）を設置する。

（委員）

第２条 専門家会議は、別表１に掲げる委員及び別表２に掲げるオブザーバー（以下

「委員等」という。）で構成する。

２ 京都府知事及び亀岡市長（以下「知事及び市長」という。）は必要に応じて、委

員等を追加するものとする。

３ 専門家会議には座長を置き、委員の互選により選出する。

４ 座長は、専門家会議の議事を運営する。

（委員等の役割）

第３条 専門家会議の委員等は、予定地及びその周辺の希少種であるアユモドキを含

む自然環境の保全に必要な調査や対策について意見を述べるものとする。

（会議）

第４条 専門家会議は、知事及び市長が招集する。

（委員等以外の者の参加）

第５条 知事及び市長は、必要があると認めたときは、専門家会議に専門的事項に関

し学識経験のある者その他の関係人の出席を求め、その意見又は説明を聴くことが

できる。

（会議の非公開）

第６条 専門家会議の会議において、希少種情報を取り扱う議事は、公開しない。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、専門家会議の運営に関し必要な事項は、知事

及び市長が別に定める。

附 則

この要綱は、平成２５年５月１日から施行する。



別表１（委員）

氏 名 所 属

岩田 明久 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科教授

竹林 洋史 京都大学防災研究所流域災害研究センター准教授

竹門 康弘 京都大学防災研究所水資源環境研究センター准教授

辻村 茂男 京都学園大学バイオ環境学部バイオ環境デザイン学科准教授

平井 規央 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科助教

堀野 治彦 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授

松井 正文 京都大学大学院人間・環境学研究科教授

松田 征也 琵琶湖博物館総括学芸員・事業部長

光田 重幸 同志社大学理工学部環境システム学科准教授

村上 興正 京都府環境審議会委員

（50 音順）

別表２（オブザーバー）

氏 名 所 属

江戸 謙顕 文部科学省文化庁文化財部記念物課文化財調査官

田井 浩朗 農林水産省近畿農政局農村計画部資源課長

木瀬 龍也 国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所河川環境課長

横田 寿男 環境省近畿地方環境事務所野生生物課長


